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＜連絡事項＞
 ・R8年5月27日八戸レケンビセミナーのご案内
R8年5月27日（水）19：00～20：10
レカネマブ治療における診療連携においてセミナー開催予定
となっています。
WEB視聴（ZOOM)・会場参加のいずれかにて、事前申し込みを
行いご参加をお願いいたします。
詳細は添付ファイルをご参照ください。

八戸認知症疾患医療センター

＜入室状況＞
【入院】
・高村　昌孝様～東病棟Aユニット14号室に医療保護入院。
・風穴　真鼓様～東病棟Aユニット16号室に医療保護入院。
[bookmark: _GoBack]
【転出】
・三浦　華菜様～東病棟Aユニット16号室から西病棟Bユニット24号室へ転出。

＜患者様連絡事項＞
・坂下　美奈様～5/16　西病棟Aユニットへ転出予定。

・谷地　キヨミ様～持参薬5/19まで。本日きどクリニック代理受診。本日持参なし。

・近藤　陽子様～定期膀胱留置カテーテル交換実施。

・長浜　厚子様～モビコール経管栄養より投与困難。主治医不在、小栁Drへ確認して5/20（水）まで中止、5/21（水）主治医出勤時以降確認を。

・飯岡　未来様～補液昨日分で終了。著変ないため心電図モニタリング中止。本日採血。
脳波5/18　15：00実施予定。

・松川　うめ子様～5/18　八戸赤十字病院SPECT検査目的で受診。8：00正面玄関に長男様着送迎、9：00　RI検査、8：30までに着。医療券発行依頼、入院証明書依頼済。

・柳町　聡美様～5/20　10：00退院。当院初外来6/3　10：30希望　→明日予約お願いします。
　　　　　　　　退院時処方は5/19　依頼を。
　　　　　　　　母様より自己判断で薬を止めることあり、指導を希望している。本日看護師より指導している。

・室館　清子様～五戸総合病院受け入れ可。5/18　9：00南A玄関介護タクシーストレッチャー到着。家族は9：00前に手続き済ませて南A玄関着。貴院より9：30着を希望。
退院時処方1W分、薬情・保険情報FAX済。
退院時看護情報提供書は当日持参　→受け持ち看護師は準備を。

・滝田　英人様～本日採血で溶血あり、再度実施。結果緊急値なし。

・安達　貴浩様～尿もれを気にしている。主治医より夕食後の水分控えるよう指示あり。

・藪　真弓様～不眠時エスゾピクロンへ変更。不眠時②まであり
（本人は伝えない、どうしても眠れない時に勧めるように）。

＜小栁Dr患者診察＞
・長根　瞳様～両上肢拘束解除。

・須田　浩子様～本日より臨時薬レベチラセタム1000mg→1500mgへ増量、他同内容。

＜食事形態変更＞
・工藤　孝雄様～摂食不良、食思不振あり。DM食あるが主治医許可あり、夕～各食メイバランスミニ1本付へ。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察指示あり。開放中問題行動あり早めに開放観察終了している。自室では終始臥床し静穏に過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時妄想発言や不穏さなし。自室にて静穏に過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察指示あり。開放中問題行動あり早めに開放観察終了としている。自室では更衣促すがすぐに脱衣し時折放歌も見られ落ち着きの無さ見られている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
　　　　　
・長根　瞳様～両下肢・体幹のみ身体拘束中。気分の高まりやスタッフ対面時の不穏興奮無し。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜入院患者様情報①＞
受持ち：熊谷NS/木村CW
　日　　時：令和8年5月15日　11：40
　氏　　名：風穴　真鼓（かざあな　まこ）様
　生年月日：平成3年1月9日(35歳)
　病　　名：精神遅滞、てんかん
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞　
　　3歳時言葉の遅れの指摘あり、ことばの教室を利用していた。小学
　校2年次より特別学級へ転籍、八戸市の養護学校中・高等部を卒業後
　は生活介護事業所の利用を開始している。母親が体調不良や入院な
　どの際にはあかしや寮のショートステイも利用しており、大きな問
　題なく利用を継続できていた。1日2回の散歩を日課としているがR8年
　2月、朝の散歩から戻るのが少し遅くなったことで母親より叱責を受
　けて以降食事、服薬、整容を拒否し、夜は1時間毎に散歩に出かける
　ようになっていた。ショートステイも利用を拒否し帰りたがる様子
　があり、対応に苦慮している。不眠も続いており、症状改善目的に
　R8年4月24日当院を初診し薬物療法開始している。
　　5月8日に自宅から無断で外出し家族から捜索願が出され、同日中
　に警察にて保護、その後あかしや寮へ短期入所となっている。入所
　後より食事をほとんど摂取出来ておらず、水分、服薬の拒否も強い
　状況で、着替え、入浴も拒否している。リュックを背負ってほぼ1日
　中施設内を歩き回って過ごしており、排泄もトイレで行えず、就寝
　時に布団内で失禁を繰り返している状態で、施設での対応も困難と
　なっている。母親自身も抗ガン剤治療が再開になるため、自宅で面
　倒を見ることや緊急時の受診など対応できない状況にあり、当院で
　の入院希望あり。入院治療によるリスクについて説明の上ご了承い
　ただきR8.5.15　東Aユニットへ当院1回目の医療保護入院となる。

＜入院患者様情報②＞
受持ち：織田NS/木村CW
日　　時：令和8年5月15日　13：00
　氏　　名：高村　昌孝（たかむら　まさたか）様
　生年月日：昭和19年11月7日(82歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞　
　　　現在、シニアガーデン長苗代に入所中。R7年9月に現施設入所後より
　易怒性・徘徊・他室侵入もあり、鑑別診断・専門治療希望にてR8年3月
　19日当院へケアマネージャーより相談あり。しかし、その数日後にかか
　りつけのむらかみ脳神経クリニックを受診したところ、まだ青南病院で
　治療する段階ではなく、当面は同クリニックでの治療継続でよいと言わ
　れたとのことで本人・ご家族も了承され、当院受診はキャンセルとする。
　　4月16日に再度ケアマネージャーより相談あり。その後も変わらず他
　室侵入や徘徊、易怒性が見られており、対応に苦慮した施設がかかりつ
　け医へ相談し、安定剤と眠剤が処方となったが、問題行為は回数は減っ
　たものの継続はしており、薬の副作用か意欲低下が見られるようになっ
　た。施設の対応も限界となり、退去の方針となってしまったことから、
　当院へ入院治療の希望あり。令和8年5月15日東病棟Dユニットへ医療
　保護入院となる。
